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2023 年７月の日本時間学会でチューリッヒ大の研究者から道元禅師の寺院における

時間管理について研究発表があり、道元が中国から漏刻を持ち帰ったという文献資料

があることから、座禅や食事などの日課を時間管理するために使われた時計は漏刻で

はないかとの指摘があった。 
しかしながら漏刻には、人手や経費・凍結対策など運用面でさまざまな問題があり、 

寺院での使用は難しいのではないかと思われる。実用性・汎用性の点からは香盤時計

の可能性が高いように思われたので調べてみました。 

 
1. 香盤時計は香時計とか常香盤など呼び名が様々で、形状や寸法も色々ある。 

寺院では常香盤と呼ばれることが多いようで、仏前に香を絶やさないために使用さ

れる目的が主で、時計の役割は従の所が見られる。 
2022 年の日時計の会でセイコーミュージアムを見学した際に香盤時計に香を置く

作業のビデオを見たが、そのお寺は京都･山科の毘沙門堂とのことで、令和２･3 年

頃まで絶やさずに燃やし続けていたが時計の役割はなかったとのこと。 
2. 一般的なものは盤面の灰の上にコの字の溝を連続させた抜型を置き、その溝に抹香

を詰め、押し板で灰の中へ押し込むもので、注目はコの字の短辺をℓとした時長辺

は４ℓで、抜型全体で 25 ℓになるものです。 抜型の位置を変えて香を置いていくと

25 ℓの香条を４つ並べる事ができます。合計で１周すると 100 ℓになります。 
燃焼スピードを１日で１周するように調整すれば１日 100 刻の定時法の時計にな

り、１刻は 14.4 分に相当します。1 日に 2 回、燃焼した後に新しい香を置くことで

連続の燃焼が可能になり、時計の機能が保たれます。 
3. 暦には二十四節気ごとの六つから六つまでの昼･夜の刻数の 100 刻配分が記載され

ているので、常香盤と連動させると不定時法で明六つ・暮六つなど、十二辰刻の  

時の鐘が撞けます。どこでも・だれでも使える汎用性の高い時計になります。 
4. そのためには使用開始時に、太陽の南中に合わせて正午に点火するのがポイントに

なり、翌日の南中時に燃焼スピードの遅速をチェックして、香を置く量などを加減

して１日で１周するように毎日のフィードバック調整が必要です。 
香条の長さと 1 時間当たりの燃焼スピードから１周に 1 日半以上かかるとの計算

例もあるようですが、100 刻の時計の観点からは疑問があります。 
山科の毘沙門堂の事例では１周ほぼ 24 時間だったとのことであり、福井県･大井町

の暦会館で１ブロックだけの燃焼テストでも 約 6 時間とのことから、1 日 100 刻

での燃焼スピードの調整は可能と思われます。 
                                  以上 
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